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　　　　　称
たた

え、感謝
かんしゃ

し後の世に伝えるための碑

今の義農神社が建てられる。義農公園
こうえん

が造られる。

毎年
まいとし

、４月23日を義農祭
さい

の日として、盛大
せいだい

に供養
く よ う

や

お祭
まつ

りが行われている。

平田
ひ ら た

東助
とうすけ

の文が刻
きざ

まれる。

※頌徳碑…世のため人
ひと

のために良いことをした人を誉
ほ

め

12月　松山藩の指示
し じ

で作兵衛の墓碑
ぼ ひ

が造
つく

られる。

松山藩の殿様
とのさま

、松平定静
まつだいらさだきよ

は、作兵衛の生き方
かた

を後
のち

の世
よ

にも伝
つた

えるため「義農
ぎ の う

」という名前を付け、碑
ひ

を作ら

せる。このことから「義農
ぎ の う

作兵衛
さ く べ え

」と呼
よ

ばれる。

義農神社
じんじゃ

が建
た

てられる。

義農精神
せいしん

を受
う

け継
つ

ぐためにつくられた「義農会」により、

頌徳
しょうとく

碑
ひ

が建てられる。見返
み か え

り石
いし

には、内大臣
ないだいじん

であった

10月　長女、カメが亡くなる。

ようになる。

※１アール…一辺
いっぺん

が10メートルの正方形
せいほうけい

の面積
めんせき

妻
つま

、タマが病気で亡くなる。

西日本は、５月
がつ

頃
ごろ

から続
つづ

いた長雨
ながあめ

や洪水
こうずい

、ウンカの大量
たいりょう

発生
はっせい

などで米
こめ

や

麦
むぎ

などの作物
さくもつ

が育
そだ

たず、松山
まつやま

藩
はん

では、およそ3,500人が餓死した。（享

保の大飢饉
だいききん

）

６月　父、作
さくへい

平が餓死する。

８月　長男、作市が餓死する。

９月23日　作兵衛は麦
むぎ

種
だね

を残
のこ

し餓死する。

33アール、地主
じ ぬ し

から借
か

りている田畑（小作地
こ さ く ち

）をおよそ15アール持つ

できごと

筒井
つ つ い

村
むら

（今の松前町筒井）の貧
まず

しい農家
の う か

に生まれる。

タマと結婚
けっこん

する。

母、ツルが病気
びょうき

で亡
な

くなる。

長男
ちょうなん

、作市
さくいち

が生まれる。

長女
ちょうじょ

、カメが生まれる。

作兵衛
さ く べ え

は、40歳くらいまでよく働
はたら

き、自分の田畑
た は た

（自作
じ さ く

地
ち

）をおよそ


